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表紙のことば

采女祭（うねめまつり）とは
　奈良市の春日大社の末社で、猿沢池の
北西に鎮座する采女神社の例祭で、毎年
「仲秋の名月の日」奈良時代に天皇の寵
愛をうけた采女（後宮で天皇の給仕をす
る女官の職名）が、天皇の関心が薄れた
ことを悲観し、猿沢池の池畔の柳に衣を
掛け入水したので、その霊を慰めるため
に社を建てた。しかし、采女は我が身を
投じた池を見るにしのびないと一夜の内
に社を後ろ向きにした、と伝えられてい
ます。
　夕方諸神事の後、午後七時　南都楽所
の奏する雅楽が流れるなか、花扇をはじ
め、稚児や十二単衣の花扇使・ミス采女・
ミス奈良を乗せた２隻の管絃船（龍頭・
鸙首）が猿沢池に浮かぶ４０余りの流し灯
篭の間をぬって池を２周めぐり、最後に
は花扇を池中に浮かべて采女の霊を鎮め、
同時に人々の幸せを祈る　雅やかで見逃
せない秋の奈良の風物詩となっています。
 ─ＨＰより抜粋引用─
 （写真・文　提供　出原　眞）

仲秋の名月・采女祭り
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　奈良県建築士会郡山支部では、歴史ある大和郡山市の現状を知り、美しい町並みと歴史的建造物の保存活動を進めるため、
町家の調査を実施しています。今年度より「大和郡山城下町として大切にしたい建物５０選」として奈良県建築士会ホームペ
ージの郡山支部に掲載を開始し、８月末現在「杉山家住宅」「中村家住宅」「前田家住宅」「杉原家住宅」他の調査記録がご覧
いただけます。その中から今月は、「前田家住宅」をご紹介します。

【建物概要】
建 物 名 称：前田家住宅
所　在　地：堺町
当初の用途：呉服屋
現在の用途：住居
建 造 時 期：江戸末期～明治初期
　　　　　　昭和初期に２階を増築
構 造 規 模：木造・切妻２階建
 （調査日：平成２６年１０月５日）

～前田家住宅聞き取り調査の記録～

郡山支部
大和郡山城下町として大切にしたい建物５０選

［建物現況と周辺状況］
　屋根瓦・外装・床・キッチンなどリフォームがなされ、建物維持管理状況
は良好。ご祖母様が昭和初期に御嫁入された際に、２階を増築。１階のシャ
ッター部は、呉服屋店舗として、一時はガレージとして使われたとのこと。
堺町に残っている端正な町家として、通りに昔の面影を残す貴重な建物とな
っています。

［歴史的特徴と建築的特徴］
　堺町は天正１３年（１５８５）に豊臣秀長が入部した際に、和泉の堺から商人ら
を集めてつくらせた町。前田家住宅も商家の町家であり、道路側から土間、
接客の間、座敷、縁側、中庭の構成となっています。接客の間には、昭和４０
年代までは電話室もあり、ジブリ「となりのトトロ」の大きな農家で五月が
電話を借りるシーンを想起させる感じだったとのこと。座敷の天井は他室よ
りも高く、二重廻縁で長押も本格的。一間の床の間と違い棚や海老束のある
床脇などもある立派な設えとなっており、お客様をもてなす商家の一端がう
かがえます。

［建物の歴史・暮らしの様子・所有者の思い］
　前田様は進学・就職のためしばらくは実家を離れていたが、２００３年に戻ら
れました。壊してしまうのではなく、活用できる方法を考えたいとのこと。
ただし、賃貸するにしてもメンテナンスを含めたキャッシュフローを黒字化
することも必要で、制度的なバックアップがないものかとも思われている。
堺町という旧城下町の景観を損なうことなく、有効活用できる様、今後の使
途を検討中のようです。
 （記・郡山支部　郡山城下町建物探訪部会）
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１．はじめに
　木材加工を行うにあたり、乾燥は不可欠となっている工
程です。乾燥していない木材を製品として使用すると、さ
まざまなトラブルが懸念されます。今回は、木材乾燥の必
要性、幾つかの乾燥方法および奈良県森林技術センターで
の乾燥技術の向上に関する取り組みについて紹介します。

２．木材中の水分
　その前に、木材中に含まれる水分量について話をしたい
と思います。木材中に含まれる水分の割合は、含水率で表
されます。原木から製材された直後の木材には多量の水分
が含まれており、このときの含水率を生材含水率といいま
す。国産針葉樹および広葉樹の生材含水率の一例を表１に
示します。建築用製材として広く用いられる針葉樹材の場
合、辺材の生材含水率は心材のそれに比べて高く、すべて
樹種で１００％を超える値です。不思議に感じられるかもし
れませんが、これは、木材の含水率が、木材中に含まれる
水分質量の、水分を含まない木材質量に対する比率（乾量
基準）で表されるためです。
　なお、表１では、スギ心材の生材含水率が５５．０％と示さ
れていますが、これはあくまでも一例で、実際には４０～
１６０％程度の広範囲にばらつくことが知られています。そ
の他の多くの針葉樹では、心材の生材含水率のばらつきは
小さく、スギ材は例外的であるともいえます。

　木材の乾燥を行うにあたり、対象となる木材の生材含水
率を知ることが、乾燥のスタート地点を知ることになりま
す。それでは、乾燥のゴール地点とはどのような水分量な
のでしょうか。生材状態（生材含水率）の木材を大気中に
置いておくと、次第に水分を失って、やがて一定の含水率
となります。この段階を気乾状態といいます。このときの
含水率は、日本の場合、樹種や木材のサイズに関わらず、

平均で約１５％です。気乾状態の木材は大気中の温湿度と平
衡しており、木材を乾燥させる際のゴール地点の一つとし
て位置づけられます。構造用製材の場合、含水率１５％を目
標に乾燥が行われます。ただし、木材を使用する環境によ
っては、ゴール地点を多少修正して考える必要もあります。
例えば、空調が整えられた室内の温湿度は大気よりも常に
乾いた環境です。そのような場所で木材を使用する場合、
水分状態を周囲の温湿度と平衡させるためには、含水率を
１５％よりも低い値に調節する必要があります。内装用材や
家具用材では、含水率８～１０％を目標に乾燥が行われるこ
とがあります。

３．木材乾燥の必要性
　前置きが長くなりましたが、いよいよ本題に入ります。
木材加工にとって乾燥が大切である理由は次のとおりです。
（１）木材の狂いを抑制する
　木材は、含水率が繊維飽和点（約３０％）よりも低くなる
と、含水率の増減に応じて狂い（膨潤、収縮、変形など）
が見られます。例えば、木材の含水率が１５％で平衡する使
用環境に、含水率３０％の製品を使用した場合、製品の含水
率は次第に低下し、これに伴う比較的大きな収縮または変
形が見られます。あらかじめ乾燥を行い、使用環境に適し
た含水率にしておくことで狂いを最小限に抑えることがで
きます。
（２）生物劣化の軽減
　木材は含水率が高いままで置いておくとカビがはえたり
腐ったりします。これを防ぐためには、含水率を２０％以下
にすることが重要です。
（３）強度性能の向上
　木材は繊維飽和点を境に強度性能も変化します。繊維飽
和点を下回ると強度性能は向上します。乾燥材は強度の面
からも未乾燥材に比べて有利です。
（４）適正な接着力が得られる
　一般に、接着力は未乾燥材よりも乾燥材のほうが大きく
なります。適正な含水率でないと、十分な接着力が得られ
ません。
（５）その他
　このほか、乾燥することによって加工性や塗装性が向上
する、重量が減って輸送が容易になるなどの効果が得られ
ます。

４．乾燥方法
　前項で示した木材乾燥の必要性を背景に、製材工場では
乾燥された木材を生産しています。木材の乾燥方法は天然
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奈良県森林技術センター　寺西康浩
第３回　木材の乾燥について
木材の特長と色々な使い方

出展：日本木材加工技術協会平成２６年度木材乾燥講習会テキスト

表１　国産材の生材含水率例
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乾燥と人工乾燥に大別されます。ここでは、それぞれの特
徴について紹介します。
（１）天然乾燥
　天然乾燥は、図１のように木材を桟積みして自然に乾燥
する方法です。木材本来の色艶が損なわれないことが最大
の長所です。
　一方で、乾燥の進み方は気象条件に左右され、一般に長
い乾燥期間が必要です。また、乾燥によって到達する含水
率は約１５％が限度で、一般には２０％程度までと考えられて
います。内装用材、家具用材、接着加工を行う材料などは、
さらに含水率を低下させる必要があるため、仕上げの人工
乾燥が求められます。
（２）人工乾燥

　人工乾燥は人為的に木材にエネルギーを与えて乾燥する
方法です。図２のような乾燥機に木材を収容し、機内の温
度、湿度、風量を調節して乾燥を進めます。乾燥機の多く
は、ボイラから発生した蒸気を熱源とし、この熱源を機内
に導入して温湿度を調節する方式が採用されています。こ
のような乾燥機を蒸気式乾燥機と呼んでいます。また、乾
燥機内には、数基の内部循環ファンが取り付けられていま
す。これを作動させることによって機内の温湿度を均一と
し、乾燥ムラを防ぎます。人工乾燥は、比較的短時間で乾
燥を行うことができ、製品を計画的に生産できることが最
大の長所です。
　一方で、乾燥機の操作を誤ると、乾かしすぎの木材や、
乾燥が不十分な木材など、所定の品質が付与されていない
製品が生産されてしまう恐れがあります。そのため、乾燥
機が導入されている製材工場では人工乾燥技術に関する知
識を習得した資格者や技術講習会修了者などを配置し、高
いレベルでの品質管理が行われています。

５．乾燥技術の向上に関する取り組み
　奈良県森林技術センターでは、これまでに、乾燥技術の
向上に関するさまざまな取り組みを行ってきました。得ら
れた成果は、随時、製材工場へ発信するよう努めています。
ここでは、最近の取り組みを紹介します。
　近年、構造用製材に対する人工乾燥技術は飛躍的な発展
を遂げ、背割りを施さない心持ち材であっても材の表面に
割れが生じることなく乾燥が行える方法が全国的に普及し
ています。この方法は、温度１００℃以上の条件で一定時間
乾燥を進めるもので高温乾燥と呼ばれています。一方で、
高温乾燥は、操作を誤ると「内部割れ」と呼ばれる表面か
らは確認できない割れを発生させてしまうことがあります。
この内部割れ、あるいは高温乾燥を行うこと自体による製
品の強度低下が懸念されていました。そこで当センターで
は、石川県農林総合研究センター林業試験場をはじめとす
る全国１３の公設試験研究機関と連携し、柱材について、内
部割れの発生が少なく、かつ、強度低下が少ない乾燥条件
を検討しました。その結果、国内主要６樹種（スギ、ヒノ
キ、カラマツ、アカマツ、トドマツおよびヒバ）に対する
乾燥条件を明らかにすることができました。また、それら
の条件で乾燥した柱材について強度試験を実施したところ、
強度の低下はほとんどなく、実用上問題のないことを確認
しました。これらの成果を広く発信するため、マニュアル
を作成しました。本マニュアルについては当センターのホ
ー ム ペ ー ジ（http://www.nararinshi.pref.nara.jp/tokusyu. 
html）から無償でダウンロードできます。乾燥材に関する
より詳しい情報収集にお役立て頂ければ幸いです。
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図２　蒸気式乾燥機の外観

図１　天然乾燥の様子
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■奈良支部
　去る、平成２７年６月１６日（火）近鉄奈良駅前　月日亭に
おきまして、２７年度建築士会奈良支部の報告会をささやか
ですが、開催できましたこと、加えて、さかのぼること、
５月１５日（金）の韓国慶州市建築士協会日本訪問について
報告いたします。先ず、５月１５日に韓国慶州市建築士協会
日本訪問があり、慶州市建築士協会の皆様他１７名を招いて、
奈良の名所、奈良市役所への表敬訪問、夕方には、百楽荘
にて晩餐会も行われました。実際のところ我々は、秋口で
あろうと想定していましたが、先方からの急な申し出で５
月となり、準備期間も短かったのですが、名所訪問・表敬
訪問・晩餐会と滞りなく行うことができ、ご協力いただき
ました皆様ありがとうございました。その折の写真を下に
紹介させていただき、簡単ですが、韓国慶州市建築士協会
日本訪問の報告とさせていただきます。

4

支部報告会

韓国慶州市建築士協会　日本訪問
（奈良市役所表敬訪問時の写真です）

　続いて、２７年度奈良県建築士会奈良支部報告会ですが、
先の慶州市訪問と時期が重なったこと等により、毎年足を
運んで下さる来賓、賛助会の皆様のご理解も得て、今年は、
規模を縮小して時期をずらせて、開催することにいたしま
した。とはいえ、年度最初の節目の会議ですので、事業方
針を掲げて奈良支部上げて勧めていくことを確認しました。
大きな項目として
①　本部の事業計画に積極的に参画協力する。
②　支部組織強化のため青壮年層を積極的に支援し、会員
増強を図る。
③　総務・教育事業委員会活動を推進する。
④　青年・女性委員会活動を推進する。
⑤　国際・地域貢献・情報委員会活動を推進する。
という５項目から構成した事業方針で、県内では一番会員
数が多い支部として恥じない事業を行って行こうというこ
とになりました。

 （記・奈良副支部長　中元綱一）
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■五條支部
　総会及び研修会
　５月２３日（土）～５月２４日（日）

支部役員
　相　談　役　田鍋　誠一　　内原　一誠　　武田　正文
　　　　　　本間　照義　　出野　光男
　支　部　長　辻　　元二
　副支部長　岡本　光弘　　坂田　至伸
　会　　計　佐古　　誠
　監　　事　東　　康朝　　浦東　　保
　理　　事　藤井　靖彦　　大和　良樹　　田中　卓也
　　　　　　田中　信道　　洞　　尚樹

　去る５月２３日、２４日の２日間、天ノ橋立及び伊根への４
年に一度の研修会に参加させていただきました。
　行程としましては、２３日早朝五條を出発し、途中出石で
昼食をとり、夕方城崎マリンワールドで、イルカのショー
を見学し、日和山温泉（城崎）で、事業及び決算報告並び
に今年度の事業・予算案も滞りなく承認され、その後ホテ
ルに於いて懇親会がおこなわれました。
　翌日、西国三十三番の二十八番札所の成相寺へ参拝への
道中で天ノ橋立展望を行い、その後、丹後半島の北東部に
位置し、舟屋で知られる（重要伝統的建造物群保存地区）
伊根町を見学及び、伊根湾めぐりを行いました。
 （記・五條支部　藤井靖彦）
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　予てからの会員減少が続く中、理事会より「総務委員会
で対策を！」の要請を受け、会員からの意見を拾い上げる
べくワークショップを開く事になりました。
　近畿や連合会・地域活動で幅広く活躍されている中尾副
会長に新方式のワークショップを指導いただき、第１回を
３月、第２回を５月に開催しました。参加者は士会で現在
活躍されている委員長、副委員長、支部長、役員、旧役員
経験者の皆様にお集まり頂き夫々の視点からアイディアを
出して頂きました。
　少数意見でも第一義に挙げられた意見を掘り下げ全員で
其の重要性、可能性を見出すと云う画期的なワークショッ
プとなりました。
　士会の入会意義、若い人へのアピール方法、入会のしや
すさ、薦めやすさ、女性会員の子育て時期の優遇措置、高
齢者会員の生きがい等様々なアイディアが提起され（各班

４～５名で提案された内容）チームリーダーが発表し共有
化しました。
 （※１　会員増強ワークショップ第２回　参照）
　第２回は提起された内容をグループ分けし早急にできる
事、中長期、長期でできる事に分類し何故早期実現、必ず
実現しなければならないのか？
　提案者に発表してもらう方式で類別をしました。
　この過程では、全員が其の重要性を認識する事ができま
した。これは、参加された役員一同に共通の問題意識が芽
生え、夫々のなすべき事が明確になった事と思います。こ
の、結果を踏まえて、総務委員会で理事会への提案書を作
成し会長会議へ報告いたしました。
　できる事から改革を押し進めようでは在りませんか！
 （記・総務企画委員会　委員長　鈴木猛夫）

6

総務・企画委員会
「会員増強ワークショップ」経過報告

第２回会員増強ワークショップ
集計写真（次ページに詳細表記）
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　５月２４日（日）大和高田市にあるマンションの子供会に
て「おかしのいえづくり」が開催されました。

　前回の開催で大好評であったこの事業は、様々なお菓子
を元に、子供たちが独自の創造性でオリジナルの小さなお
家の模型をつくることにより、保護者の方や他のお友達と
のコミュニケーションはもちろん、我々建築士会の活動を
参加者の方に広く知っていただくことが目的です。
　今回は、大和高田市内のとあるマンションの子供会主催
者の方が、以前から私たちが配っていました青年委員会の
活動を紹介するリーフレットをご覧になられたことがきっ
かけとなり、興味をお持ちになられたことからお声掛けい
ただき、子供会での開催が実現しました。
　当日の会場には小学生低学年の子供たちや親御さん２０数
名の方々が来られました。作業前にはしっかりと手洗い、
アルコール消毒をしていただき、衛生面には十分配慮しま
した。
　今回の家づくりは「３匹の子オオカミ」というオリジナ
ルの物語を用意しました。お面を被った青年メンバー扮す
る３兄弟の子オオカミが、自分たちのお母さんの「お菓子
の家に住みたい」という夢を叶えてあげるために、会場の
子供たちに一緒に考えてもらうというもので、スクリーン
前面の青年メンバーの熱演に会場は笑いの渦に包みこまれ
ました。

　会場が和んだ後は１時間半という時間内で、早速子供た
ちに家を作り始めていただきました。大きさは、２５ｃｍの
紙のお皿に収まる程度であり、ビスケットを利用して壁や
屋根を作って家の形を形成し、そこに装飾を施すという流
れであり、接合部は短時間で凝固するチョコレートペンを
使いました。子供たちは素晴らしい集中力と発想力で瞬く
間に作り上げていき、１時間を過ぎた頃にはほとんどの子
供たちが完成していました。中には、ビスケットをうまく
使って３階建てや長屋を作ったり、豪華な門を前面に付け
たりする子供たちも見受けられ、子供たちの発想力には改
めて驚かされました。

　最後は完成したお家を手にとって、みんなで記念撮影を
しました。
　今回の事業は設営までの準備期間が非常に短かったのに
もかかわらず、多くの青年メンバーのサポートのおかげで、
前回同様、満足していただける内容になったと思います。
また、このように一般の方から直接オファーをいただけた
ということは、日頃の建築士会のＰＲ活動の成果が実を結
んだ結果だと身にしみて感じております。
　今後も引き続き、建築士会の存在を広く知っていただく
ための努力を継続していきたいと思います。建築士会とは
どのような団体でどんな活動をしているのか、これをより
一層明確に表現していくことが大きな課題です。今回はお
菓子の家づくりというツールでしたが、今後も様々なコミ
ュニケーションツールを増やして、一般の方と我々建築士
会とのつながりを持っていただく機会を増やしていき、建
築士というものをもっと身近に感じていただけることが大
切だと考えます。
 （記・青年委員会　井久保政嗣）

青年委員会
「おかしのいえづくり」を開催しました！
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　去る７月１９日（日）～２０日（月）に奈良公園登大路園地
内で奈良の森と木と家のフェスタが開催されました。

　主催の「奈良の木」マーケティング協議会とは３年ほど
前より橿原イオンモールにて毎年冬にフェスタを行ってい
ましたが、今年は初めて真夏の屋外でフェスタが開催され
ることになりました。

　われわれ建築士会青年委員会はフェスタの中で１ブース
を担当し、木のパズルの組み立て体験や建築士会の活動紹
介パネルなど継続して導入しているツールの他に、木のパ
ズルの工作コーナーも設けました。子どもたちが作ったパ
ズルに自由に色を塗るなどして楽しんでいただきました。

　当日は台風一過のすがすがしい天気でスタートしました
が、そんな気持ちでいたのは束の間で、すぐにうだるよう
な暑さでスタッフ全員が滝のような汗を流しながら、子ど
もさんや親御さんに木のパズルの説明や建築士会の活動な
どを聞いていただきました。

　また、フェスタメインステージで各ブースの代表がそれ
ぞれの団体が奈良県内でどのような活動や地域貢献をして
いるかのＰＲタイムもあり、我々建築士会青年委員会も力
いっぱい建築士のＰＲができたのではないかと思います。

　奈良公園という普段ではあまり使うことができない特別
な会場で、会場周辺は海外からの方が多く住まわれている
土地柄でもあり、お客様の４分の１くらいは外国の方でス
タッフはそれほど堪能でない英語を片言で話しながら、木
のパズルの説明に悪戦苦闘していました。
　今回の事業は冬にも奈良の森と木と家のフェスタが行わ
れるので、今回発表できなかった活動報告や新たなツール
を使い一般の消費者の方に建築士の活動や職能を知ってい
ただく入口となれるように、建築士会青年委員会全員で邁
進していきます。
 （記・青年委員会　藤山昭生）

「奈良の森と木と家のフェスタ
　　　　ｉｎ　奈良公園登大路園地」
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　７月１０日～１１日、台風１０号、１１号が接近している中、奈良県
建築士会橿原支部は中上団長、岡田副団長以下総勢１１名で、宮
崎県建築士会宮崎支部を訪問しました。
　宮崎市は神武天皇が東征以前に宮を営んだ地で、橿原市とは
昭和４１年から姉妹都市提携にあり、平成２１年からは橿原支部・
宮崎支部との交流が始まり、今回は宮崎県の文化に触れること
と、来る平成２８年の橿原支部３０周年記念大会に向けての表敬訪
問であります。
　朝７時１５分、近鉄八木駅前をバスで出発し、伊丹空港から 
ＡＮＡ５０８便で宮崎空港に約１時間で到着、ロビーでは宮崎支
部野田支部長以下副支部長、委員長等の歓迎を受けました。
　空港からは西尾親睦委員長の案内でマイクロバスによる研修
の開始です。野田支部長から「宮崎を満喫して下さい。」と挨
拶があり、前支部長の宮崎県建築士会松竹会長及び前々支部長
の岩浦氏からも歓迎の挨拶を受け、岡田支部長、中上団長から
今回訪問の主旨を含んだ挨拶をしました。
　バスは大荒れの日南海岸を通って、西都市の西都原考古学博
物館へ、道路沿いでは早くも稲穂がでた田があり、２期作がで
きる暖かい気候の地域であることがわかります。
　西都原考古学博物館は、平成１６年に開館、ＲＣ造４階建て
（地下１階地上３階）延べ床面積６，６７８．６３㎡で、正面の姿は古
墳入口を感じさせます。

　この博物館のある西都原古墳群は、東西約２．６㎞南北約４．２㎞、
標高６０～７０ｍの洪積世台地で、３世紀末～７世紀前半に築造さ
れたと推定される３１１基の様々な古墳が点在、昭和２７年に国の
特別史跡に指定、昭和４０年からは全国第１号の「風土記の丘」
として整備事業を実施しています。展示室館内には手に触れら
れる出土品が多くあり、旧石器時代の石器や尖頭器、歴史を
６，０００年以前に遡ることになった縄文時代の壺形土器、弥生時
代の玉・国壁、古墳時代の舟形埴輪、石室、埋葬された剣、出
土後に磨いた剣（現在では出土品は現状維持）、そして埋葬者（人
骨）の収納庫等、ガイドさんから丁寧な説明を受けました。
　昼食は博物館の３階で「ランチＤｅ古代」、内容は古代米（赤
米）と、野菜・肉・すいとんが入ったお汁、キャベツサラダと
ブルーベリーヨーグルトで、素朴な味でした。次は高鍋町のま
ちづくり研修です。
　高鍋町は宮崎県の中央沿岸部に位置し、面積約４４㎞２、人口約

２万人の城下町の名残を残した町です。役場の研修室で、「景
観まちづくり支援計画」等について、高鍋支部の坂本、那須両
氏より説明を頂きました。
　Ｈ２１年、景観行政団体への移行を契機に「まちづくりについ
て民間を巻き込んでどうすすめていくか」建築士会に相談があ
り、以降建築士会が行政と連携を取りながら「町再生ワークシ
ョップ」を６か所で、また景観形成支援事業の助成を受け「高
鍋駅ワークショップ」を開催、地元住民の景観への関心を高め、
徐々に改修工事が進んでいるようです。まちあるきでは中町名
店街・本町１番街・立花商店街を歩き、改修された施設を見学
することが出来ました。
　改修内容は当県と同様に、看板建築の原型への改修、空き家
の利活用です。Ｈ２６年度より「高鍋町観光サイン計画」に取組
み、案内看板サンプルを設置、Ｈ２７年度から総合的なサイン事
業をすすめていくようで、道路等には建築士会がデザインした
サイン看板がありました。本町１番街には「百年の孤独」で有
名な黒木本店があり、社長も記念写真に入ってくれました。

　本日の研修会は夜の部を残すだけとなりました。ホテルは県
立病院の前、近くには宮崎県一の「ニシタチ繁華街」がありま
す。宮崎支部で準備頂いた「しゃちんぼう」で懇親会です。当
方１１名、宮崎支部１６名で座敷席は一杯になりました。

　西尾親睦委員長の司会により、宮崎支部長、中上団長の挨拶、
続いて岡田支部長より橿原支部活動について詳しく説明がなさ
れ、来年１１月の３０周年には是非とも来県頂く事を約束しました。
　全員の自己紹介を済ませ、中上団長の乾杯で懇親会が始りま
した。
　メニューは地元の料理・飲物が振る舞われ、ぞうりエビ、鳥
南蛮、地鳥焼鳥、レタス巻き等々、焼酎は黒木本店の中々、雲
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宮崎支部視察団報告

橿原支部
宮崎支部　建築士会交流会
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海酒造の木挽等々、宮崎県を代表する焼酎を頂き意見交換もす
すみたいへん有意義であったと思います。一次会は中上団長の
一本締めでお開きとなり、次は二次会へと自然の流れで時は過
ぎました。
　７月１１日は朝から雨ですが、宮崎県庁へとバスを走らせます。
宮崎県庁は昭和７年に建設され、
九州では唯一の戦前から残る県
庁舎で、全国で４番目に古いと
言われ、昭和初期から戦禍をく
ぐり抜けて現在も現役です。
　設計者：置塩章、施工者：大
林組、外壁にバットレス状の柱
型を並べた近世ゴシック様式の
特徴があります。玄関ロビーの
階段は県内で採掘された自然石
が使用され、手摺部分には化石
が見つかりました。ロビーから奥は土曜日のため立ち入りが制
限されていました。県庁を早々に出発して、綾町の自然蔵見学
館へ向います。
　綾町にある綾自然蔵見学館はＨ２６年１１月にオープンした雲海
酒造の工場で、隣接して酒泉の社もあります。綾町は日本最大
規模（２，０００ｈａ）の照葉樹林を有し、名水１００選にも選ばれた豊
かな環境で酒造りができることを多目的ホールの映像で説明を
受けました。残念ながら工場見学は撮影禁止でしたが、見学通
路はヨロイ張り腰板、飾り格子が昔の雰囲気を出しています。
外部にはステンレス製の１，０００石タンクが並んでいました。今
工場は休みで、８月～１１月が酒造りの季節となります。
　見学コースは酒の製造工程順に進みます、先ず芋（黄金千貫）
の洗浄、腐り等の発見や蒸し方を均一にするための手選別から
蒸米の洗浄とすすみ、麹室前には酒造りに重要な順番として、
「一麹、二酛（酒母）三造り（もろみ）」の説明がありました。麹
は黒・白・黄色とあり、白は突然変異でできたらしく、黄色は
日本酒用だそうです。一次仕込み工程は並行複発酵、芋を加え
て二次仕込み（もろみ）、一度だけ蒸留（昔は木桶だが、今はス
テンレスが多い）で原酒、→アルコール度は４５度以下を確認す
る検定から樽（３年以上寝かす）や壺（カメ）詰めとなります。

　この工場ではラベルを瓶に直接印刷できる技術も見学ができ
ました。最後に試飲室で、地ビール、日本酒、甘酒、ワイン等
を味わいました。
　試飲後は酒泉の杜で昼食、宮崎支部の方と共に雲海酒造の中
島社長からのビール差し入れを頂きました。この敷地内には国
道拡幅により移築された旧造り酒屋の建物があり、地元を大切
にされている会社だと思います。次の研修場所は飫肥地区です。
　日南市飫肥は飫肥藩伊東家５万１千石の城下町、地方におけ
る小規模な城下町の典型的なものとして侍屋敷の歴史的風致を
よくあらわし、我が国にとってもその価値は高いとして昭和５２
年に重要伝統的建造物群保存地区に指定されました。飫肥城は
残されていませんが、大手門が再建されています。
　門前の左手にある豫章館は明治２年、旧藩主伊東家が居を移
した屋敷で、広い敷地には母屋・御数寄屋・雑舎・蔵を、入口
には薬医門を配しています。庭は枯山水式庭園で、広い空間に
庭石や石灯籠・庭木などが巧みに配置されています。
　少し雨も降っていましたが、大手門通りを下り、旧山本猪平
家を見学しました。飫肥の実業家であった山本猪平が明治４０年
頃に建築した商家の本宅で、建築当時の状態で残されているよ
うです。
　本町商人通りに出て、旧高橋源次郎邸を見学しました。この
建物は、国の登録有形文化財となっており、茅葺きであった民
家が瓦葺へ転換して行く初期の建築として価値が高いそうです。
　その後、鵜戸神宮へ参拝する予定でしたが時間が取れず、日
南海岸ルートで宮崎空港に向います。途中、少しの時間ですが
青島のビーチを見学しました。

　昔は新婚旅行で立ち寄る観光地でしたが、最近は観光客も少
なく閑散とし、町おこしを考えていたようで、宮崎県建築士会
松竹会長有志がボランティアで参加し、本日グランドオープン
の日でした。雨にも関わらず人が多く往来していました。
　青島から宮崎空港に着き、お世話になった宮崎支部の皆様と
お別れをして帰路へ、来年の記念行事に向け成果ある訪問でし
た。
 （記・橿原支部　紀本澄男）
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（記・副会長　井上慶治）

最近の住宅着工状況（近畿エリア）

新設住宅の暦年戸数

２０１５年前期住宅着工戸数

　我が国の、新築住宅の総戸数は昭和３０年代の８０万戸から昭和４２年から１００万戸の大台を突破し昭和４７年の１８５万戸を頂点と
して、長期にわたり１００万戸台を達成していましたが、平成２１年度には７７万５千戸となり、以降８０万～９０万戸の間を推移して
おり、昭和４０年、４１年の建設戸数に近似してきています。近畿エリアの毎月の建設戸数の変化を注視します。
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◆教育事業委員会景観デザイン賞部会主催事業
　奈良の景観を考えるディベート競技大会開催のお知らせ
　景観デザイン賞部会ではこの度ディベート（弁論）大会
を通じて、奈良県の景観調和について考える機会を作りた
いと思います。奈良県の景観調和について今までにない視
点からも意見を抽出し、論点を明確にすることが目的です。
このワークショップを行うことでこれからの景観調和のあ
り方を考えるきっかけにしたいと思います。楽しく刺激的
な論戦を企画しておりますので多くの方のご観覧をお待ち
しております。
日　時　平成２７年９月２９日（火） １９時００分～２０時３０分
場　所　奈良県社会福祉総合センター　研修室Ａ
　　　　橿原市大久保町３２０番１１
 （近鉄畝傍御陵前駅徒歩３分）
　　　　ＴＥＬ：０７４４－２９－０１１１
参加対象者　建築士会員　
参加費　無料
定員　３０名（当日までに事務局までお申込みください）
※参加者の皆様にはディベート競技の審査にご参加いただ
きます。論戦には参加できません。

◆平成２７年度　インテリアプランナー試験案内申込書
　について
　○頒布期間：７月３１日（金）～９月１８日（金）
 （ただし、土曜日・日曜日及び祝祭日は除く）
　○頒布場所：（一社）奈良県建築士会　事務局
　○頒布価格：１セット　１，０８０円（消費税込）
　○受付期間：８月３日（月）～９月１８日（金）
　○受付場所：（公財）建築技術教育普及センター本部
　○申込方法：受付場所（建築技術教育普及センター本部）
　　　　　　　へ郵送でお申し込みください。
　○試験日

◆平成２７年度　建築士試験日程のご案内
●一級建築士試験日程

●二級建築士試験日程

●木造建築士試験日程

◆平成２７年度　設備設計・構造設計一級建築士講習
　＊申込書頒布は終了いたしました。
●設備設計一級建築士講習

●構造設計一級建築士講習

※詳細は（公財）建築技術教育普及センターＨＰをご覧く
ださい。（http://www.jaeic.or.jp/）
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９月８日（火）予定「学科」合格発表

１０月１１日（日）「設計製図」試験

１２月１７日（木）予定「設計製図」合格発表

８月２６日（水）～９月１８日（金）（連続する３日間）講　　義
実施期間

１０月１８日（日）修了考査

１２月２２日（火）予定修了発表

 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸 
新 入 会 員 の ご 紹 介　『よろしく』 

勤　　務　　先　　　　　　住　　　　　　所　　（自宅）〒支部氏　　　名
㈲竹上工務店橿原市畝傍町１６−１６３４−００６５橿原竹 上 侑 也
住友林業ホームテック㈱相楽郡精華町光台５−５−３６１９−０２３７奈良西 浦 義 道
㈱近井工務店五條市丹原町４６５６３７−００５２五條近 井 千 代 幸

８月２５日（火）予定「学科」合格発表

９月１３日（日）「設計製図」試験

１２月３日（木）予定「設計製図」合格発表

９月８日（火）予定「学科」合格発表

１０月１１日（日）「設計製図」試験

１２月３日（木）予定「設計製図」合格発表

９月２日（水）～９月２９日（火）（連続する２日間）講　　義
実施期間

１０月２５日（日）修了考査

１２月２２日（火）予定修了発表

時　　間試験の区分試　験　日

９：３０～１１：００
（１時間３０分）学科試験

平成２７年　　
１１月１５日（日） １２：００～１８：００

（６時間）設計製図試験
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隔月１回１日発行　

士 會 奈 良　通巻603号
　　　　　　　　平成27年9月1日（発行隔月1回1日発行）
発　行　所　一般社団法人　奈良県建築士会
　　　　　　〒630－8115　奈良市大宮町2丁目5－7 奈良県建築士会館
　　　　　　電話　0742－30－3111　ＦＡＸ　0742－33－4333
　　　　　　http://nara-kenchikushikai.or.jp/
　　　　　　info@nara-kenchikushikai.or.jp
発行責任者　渕　上　徳　光
編　　　集　（一社）奈良県建築士会　情報・広報委員会
印　刷　所　株式会社　明新社

　暑い、暑いと現場ではこの夏
は「暑い」よく聞く言葉です。
今年の梅雨は東からの梅雨明け
で近畿は２日早い梅雨明けであ
った。今年の夏は、太平洋高気
圧が東に寄っているので、南か
ら湿った空気が流れ込んでくる
ので湿度が高い暑さになってい
るとお天気お姉さまが言ってま
したね。梅雨が明けたら、全国
的に暑い日が続き、熱中症で高
齢の方が亡くなっているのがニ
ュースでよく聞きます。熱中症
とは「暑熱環境で発生する障害
の総称」で暑さとは切り離され
ず暑さの厳しい環境でのスポー
ツや労働の場で広く注意が呼び
かけられ高まっているところが、
熱中症が広く知られてきたにも

関わらず年々増加して、死亡例
も変わってきている。特に室内
での家事における発症、体の発
達が未熟な乳幼児や体力の衰え
た高齢者の日常生活など、あら
ゆるところに熱中症のリスクが
潜んでいる。取り巻く暑熱環境
の厳しさが増している、都市部
において「ヒートアイランド現
象」や「地球温暖化」の加速が
熱中症の増加ではないか、もう
少し、一人一人が医学に関心を
持ち、知識、予防、対策をして
この夏の暑い時期をのり越えて
いき、少しでも病気のことを知
り自己で管理をしていかないと
増える一方だと思います。
 （記・﨑山泰正）

８（火）　一級・木造建築士試験（学科）
 合格発表（予定）

１１（金）　青年委員会　大人の工場見学会２０１５

１３（日）　二級建築士試験（設計製図）

１８（金）　平成２７年度インテリアプランナー試験
申込書　受付締切日

２１（月）　 　敬老の日

２２（火）　 　国民の休日

２３（水）　 　秋分の日

２９（火）　景観デザイン賞部会
 奈良の景観を考えるディベート競技大会

３０（水）　住宅相談会（奈良県建築士会館）

●

●

●

2015年9月Calendar

2015年１０月Calendar

１１（日）　一級・木造建築士試験（設計製図）

１２（月）　 　体育の日

２８（水）　住宅相談会（奈良県建築士会館）

３０（金）　第５８回建築士会全国大会石川大会

 １０／３１まで

●
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